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学令期児童の摂取蛋白量と窒素出納
についての一考察
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A NOTE ON DAILY PROTEIN INTAKE AND NITROGEN 
RETENTION OF THE SCHOOL CIDLDREN IN JAPAN 
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成長期の児童の蛋白必要量が成人のそれを上廻わるととは当然であるが， しかしその正確君主量を
決定するととr.tたかたか困難でるる。巾広い成長期年令のうち，乳幼児の蛋白必要量についての研
究段数多く行われているがり，学令期，恩春期についてはほとんE笑証的根拠をもった数値が提出
されてい扱い現状でaうる。
筆者らは，数年来学令期の児童を中心として，その食傷摂取と成長速度に関する研究を続けてき
たが2..4) とれに関連して児童主の蛋白摂取と窒素出納の実態を調査し， との年令期間における蛋白必
要量を挟めるための手掛りをえようと試みた。君主義との研究に関連し?と綜合的た研究成績はすでに
吉川町が報告し?と。また本研努は日本人の栄養所要量改訂に関する研究委員会 (児玉委員長)の分
担課題として行われたものであるととを附言する。
実験方法
1956年8月，1957年 5 月および 8 月の 3 固にわたり，大阪市内外の保護施設収容児童 ( 5才~14
才J男女計 82名について，摂取食餌量，尿中窒素排准量および糞使窒素量たどを実測して，とれら
児童の摂取蛋白量と窒素出納の関係Kついて検討し?と。そのほか基礎代謝量，血液蛋自性状君主どに
第3豪 雪量素出納試験の対象
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ついても実測した。
窒素出納試験を行ヲ?と対象児童の年
令と例散を第1表に示した。ナ君主わち
1956年8月には男子 22名，女子 23名'
1957年には男子 25名，女子 12名，合計
男子47名， 女子35名について実測し
?と。年令区開放5才より 14才にわた
り，その金平均年令は男子 10.9才，女
子9.9才である。
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まず3日間個人別1'1:，毎食餌ごとに秤量により正確君主食餌調査を行ってとれより 1自の摂取食餌
量を計算し， ζれと同一食餌を調理作製してとれを乾燥したのち，治砕してその一部を窒素測定の
サ ンプJレに用いた。つぎに糞便t:t，食餌調査前後に炭末で印を付け，3日間を連続採集し，各採集
使は直ちに800Cの恒温器中で乾燥し，その後細粉に砕いて3日開会量をよく混合し，その一部を
とり盛紫測定を行ヲた。また尿除，午前8時を墳とした24時間尿を3日関連続して採集したが，と
くに時間の区切りに注意し，正確に24時間尿を集めた。
以上の3つの笑測により，食餌中窒紫量と便中堂紫量との遂を吸収釜素量とし， とれと尿中盆紫
量との差として窒素出納値を計算した。たお室索濃度の測定は，いずれもキエールグーノレ氏半微量
鐘紫定量法によった。
成績と考察
1. 蛋白摂取量の年令変化:窒素出納賦験を笑施した金 82例を男女別にその年令によって5-
7才， 8-11才，および12-14才の3群に分ち，それぞれ低学年群，中学年群および高学年群とし.
測定結泉を各君干の平免値とじて表示したのが第2表でるる。
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まずとの表によって対叡尼童の蛋白摂取が年令とともにどのように変化するかを検討する。男子
の場合の摂取蜜紫についてみると， その摂取全量は低学年群 7.59g， 中学年群 8.53g，高学年群
10.33gで年令とともに槍加しているが，とれを休重1kg当りの摂取量としてみると，低学年群413
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mgjkg，中学年群 331mgjkg，高学年群297mgjkgと放って明らかに逆の傾向を示すととが分る。
ζれは女子の場合も同様であって，その休重当りの摂取量は低学年群376mgjkg，中学年群 313mg
jkg，高学年群281mgjkgと順次少君主くたってく る。しかも女子の摂取量は金量，体重当りのいずれ
も男子に比べて各年令群とも低値を示しているとと も注目される。とれを男女別の平均値としてみ
ると摂取金釜繁量は男子8.98g，女子7.85g，また体重当りでは男子 331mgjkg(蛋白量として約
2.1gjkg)，女子 317mgjkg(蛋白量として約 2.0gjkg)と主主る。 休重当り摂取盆素量のとうした年
令変化をさらに具体的に検討するため，男女別それぞれの金例について，両者の関係を体重当り摂
取量と年令との相関図として示したのが第1図君主らびに第2図である。まず男子の場合を第1図で
みると， 体重当り摂取量は明かに年令とと もに低下しており，両者の聞にはr=ー0.649(有意水準
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第2図 体m当り摂取窒素量の年令変化〈女子〉
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u杉)で示される有意君主逆相関関係の成立するととが証明された。とれは第2図に示された女子K
.おいても同様で，との場合はr=ー 0.517(有意水準1%)と稔る。ま?と男女それぞれについての回
帰直棋からもわかるように，体重当り摂取量はつねに男子は女子より高値と君主る。
以上摂取量より検討した結果，体重当り摂取量は男子に高く女子に低いが，いずれの場合も年令
.によって漸次少君主〈君主る傾向をもっ。とれを蛋白摂取量~換算して示すと . 7才より14才の年令変
イヒマ，男子では平均約2.6gjkgから 1.9gjkgに，一方女子では2.3gjkgから1.8gjkgに下がって
くるととにたる。
ととろで今回改訂された日本人の蛋白所要量によると年令5才から15才までの児童の所要量除休
重当りK換算すると，約 3.0gjkgから2.5gjkgの値と怒っている向。筆者らの成績をとれと比較す
ると . 5- 7才間の男子児童~jきいては， 比較的所要量に近い量を摂取しているが，モれ以上の年令
においてはかたり低値とたり.12-14才では男女とも平均約 1.8gjkgとかなり低下しているととが
わかる。とうした点より対象児童の蛋白摂取量が適量で遣うるかどうかについても一応問題はあると
しても，とれと別に本成績にみるように学令期の児童においてはその蛋白摂取量が年令とともにか
主主り大巾に減少してゆ〈点はとれを事笑として認めねばたるまい。また筆者らが1959年.12才の男
女児童計47 名について調べ?と成績によると ， 同一年令の場合~jきいてもぺ休重当 り蛋白摂取量は
児童の体重と逆柊関関係を示すととが明かにされている。とのように年令，あるいは休重の変化と
蛋白摂取量との聞にとのようゑ関係のみられるととは，今後学令期児童の蛋白所要量を決定する場
合，一応考慮すぺきであろうと，思う。
最後に本成績の摂取蛋白質のうち動物性蛋白質は平均 25~309杉であったととを付言する。
2.塗素出納値:つぎに第2表について窒素出納値の各年令書学平均値をみると，その蓄積金量政
男女いずれも低学年群に{ましまた中 ・高学年では高学年がむしろ低い傾向を示している。つまり
窒素蓄積は10才頃まで段A増加するが，それ以後の年令ではあまり変化したいか，むしろ減少する
場合がみられる。とれば盆索出納値，すたわち蓄積窒素量の摂取窒素量~対する百分比であらわさ
れた蓄積率としてみても同様であり.12.::t以後の年令では蜜紫蓄積効呆がむしろ減退しているよう
でbる。とうした事実は休重犠加量とは平行し主主い成績であり，今後充分検討する必要がるろう。
以上のように摂取窒素量と窒素出納値の関係は成長期の年令変化によってある程度影響されうる
もののようでるり，したがって年令変化を無視して，一律に両者の量的変動関係のみを抽出して検
討するととは必ずしもよいとはいえない。つぎにとうした点を一応考慮外におき，対象会児童につ
いてモの摂取窒素量の多少に応じて蓄積窒繁量がどう変化するか，つまり年令差を無視しても両者
の聞に相関関係が成立するかどうかを検討してみよう。 との両者の関係、を相関図として男女別に図
示したのが第3.4図でるる。
まず第3図は男子児童47例についての成績であるが，窒紫出納値は明かに摂取窒素量の多少に応
じて平行して変動するととがわかる。その相関係数は r=+0.552 (有意水準1%)で求められ，
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両者聞に有意念願相関関係の成立するととが証明された。すたわち体重当り窒素摂取量が250~500
mg/kgの聞においては，摂取量と蓄積量は密接主主相関関係を保っており， 500mg/kg (蛋白質とし
て約3.18/kg)の摂取量でたお最大蓄積量を示すとはいえ汝いようでるる。また摂取量紫量300mg
Ikg以上においてもときに出納値が負となる例のあったととも注目すべきであろう。つぎに第4図
は女子児童話例についての成績でるるが，ζの場合においても男子同様の関係がみられる。すたわ
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ち摂取蛋白と蓄積量との間には相関係数r=+0.611 (有意水準1%)の有意君主頗相関関係が証明さ
れた。以上の成績から， 6才-14才聞の学令期児童においては，体内における窒素の蓄積量敏明か
に摂取蛋白量の多少によ って影響されるものでるり， とれば年令変化による蓄積度の変動にもかか
わらず証明される事笑であるといえよう。
つをに第3，4図において男子，女子それぞれに体重当り窒素摂取量 (X.mgjkg) と窒素出納
値 (Y，mgjkg)との間の回帰直繰を求めると，男子Y=0.361X -82.0 
女子Y=0.328X -60.7 
がえられる。との回帰直線より，同一蛋白筏耳元時の蛋白蓄積量は女子が男子より良好であるという
傾向をうかがうととができる。
またとの回帰直親より，計算上窒素出納零と君主る蛋白摂取量を求めるととれば男子で約1.4gjkg，
女子で約1.2gjkgと怠る。もちろんとれば理論的推定値にすぎたいけれど，成人に治ける0.5g
jkgの値に比べて2倍以上の高値とたるととが注目される。
以上が児童の蛋白摂取と窒素出納についての成績のあらましであるが，別に報告したようにM'h
とれら対象児童は一般家庭児童に比べて休位がやや低下しているほか，基礎代謝，血液蛋白性状~
};'r，ま正常値を示しており，熱量摂取も体重当りとしてみると約70Caljkg程度でるって，ほぼ所要
量をみ?としていたととを補足しておく。
要 約
1956年および1957年のいずれも夏期において拳護施設児童何年-14年)男女計82名を対象
とし，連続3日聞にわたり蛋白摂取量と窒素出納を検討してヲぎの成績をえた。
1) 学令期児童の体重当り蛋白摂取量は年令とともに漸減するが，男子のそれは女子に比べて高
値を示した。すたわち7才より 14才の年令変化で，平均蛋白摂取量は男子では約2.6gjkgより約
l.9gjkg tc，ま?と女子では約 2.3gjkgより約1.8gjkgI'C減少し，年令と蛋白摂取量との間には逆相
関関係の成立するととが証明された。
2) つぎに児童における体内蛋白蓄積量は，蛋白摂取量に応じて平行した変動関係を示すが，同
一蛋白摂取量では男子に比べて女子により良好君主蓄積がみられた。す主主わち蛋白摂取量2.Ogjkgお
よび 3.0g/kgにおける平均蛋白蓄積量は，男子で約 0.56gおよび約 0.21g，女子で約 O.60gおよび
約O.28gと怠る。また計算によって零出納を維持する理論的蛋白摂取量を求めると， とれば男子で
約1.4g!kg，女子で約1.2g!kgと君主った。
著者らのうち吉掲示1胎は京都府立医科大学第一生理教室に所属する。
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Surnmary 
The relation between the protein intake and protein retention of the school 
children (5-14 years) was investigated in summer， 1956 and 1957. 
1) The protein intakes per kilogram of the children decreased as grow 
older， and it was shown that the level of intake was higher in the boys as-
compared with the girls. 
2) The protein retention in the body varied in paralel with the ingested 
protein quantities， and the efficiency of retention was better in the girls than 
the boys. For instance， in the case of 3.0g and 2.0g of protein intake， the 
protein retention were estimated as about O.56g and O.21g respectively in the 
boys， and as about O.60g and O.28g in the girls. 
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